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 研究というのは大体モデル生物を使います。遺伝子情報がわかっている、

遺伝子操作もできるという利点があって、ショウジョウバエとか、センチュ

ウとか、マウスとかありますが、オオミジンコは、モデル生物にしたいなと

いうことで入れていますが、未だモデル生物ではありません。 
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 2011年にジョン・コルボーンさんがリードして、Daphnia pulex、これは

和名だとミジンコ。環境省やOECDで試験法に使っているのはDaphnia 

magna、オオミジンコ、これは大きいミジンコです。この小さいミジンコの

遺伝子が全部読まれて、大体31,000遺伝子がある。ヒトは30,000とか言って

いましたが、実際には23,000ぐらいで、ヒトの遺伝子よりもミジンコの方が

多い。重複が非常にたくさんあるんですね。ということは、研究もしにくい

ということなのですが、2011年にこの遺伝子がわかってきたということです。 
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 ミジンコは、食物連鎖のちょうど中間ぐらいに当たります。藻類を食べて

増えます。増えたミジンコは小魚の餌になる。生態系を支えているというこ

ととか、非常に離れた池あるいは湖の集団ごとに比べて、遺伝子をみながら、

この集団とこっちの集団は地理的にいくと、何百万年前に離れたはずだと。

そこで遺伝子がどれだけ変わっているかということを生態学的な観点で調べ

るというのがヨーロッパのメジャーな研究になっています。 
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 ミジンコは一方、フサカというユスリカの幼虫に食われるのです。フサカ

のにおいを嗅ぐと、頭がとんがってフサカの口よりもちょっと大きくなって、

カプッときたときに口に入らないので、ずるっと脱げられるということで、

防御形態といいますが、ある研究者は防御形態はどうやってできるのかに非

常に興味を持っています。だけど、ここにメダカを持ってくると、頭がとん

がったような卵子をみんな食っちゃうので、非常に近い間の防御形態という

か、敵に対する防御というのはわかるのですが、もう少し大きいのが来ると、

それもままならないのですが。不思議なことに、ここのところにぽっこりと

出るだけで食われにくくなるのです。 
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 非常に特徴的なのは、こんなヘルメットみたいなのがボーンと伸びるので

す。これは強烈ですね。防御形態もちょこっと出るのと強烈に大きくなるの

とあります。 



 ヨーロッパの方は、これはスウェーデンだったと思いますが、湖のところ

にある岩場に水が張っていて、ミジンコがわいているのですが、夏になって

水が枯れてくると、死骸がいっぱいありますが、ここに耐久卵が残っている

ので、次にまた雨が降って水が戻ってくると、またミジンコはわきます。イ

タリアのこういう湖のところにいるミジンコとスウェーデンにいるのとどれ

ぐらい遺伝子的に違うのか同じなのかという研究が盛んです。 



 ミジンコの研究の歴史は350年というのは、こういうことです。 



 ミジンコの絵がいつ頃から残っているかといいますと、一番古いスケッチ

は1662年。でも、あまり正確ではないということで、何人か分書いておきま

した。下から３つ目の1669年のSwammerdam、この辺から少しミジンコに

似ています。これは後でお見せします。ちょうどその頃は、一番下に書いて

おきましたが、Leeuwenhoekが顕微鏡を発明した、ちょうどその頃にミジン

コらしい絵が描いてある。その頃は「ミジンコ」という名前はありませんで

したが。 



 赤字で書いているSchafferさん、1755年、この辺の絵が非常に正確です。

その頃の絵には必ずヒドラが描いてあります。ですから、ヒドラが研究の中

心で、ミジンコはたぶん餌にしていたのではないかと思います。 

1820年にDaphnia magnaと、動物の二命名法という学名を付けるときにホモ

サピエンスとか、そういった方式がミジンコに使われて、Daphnia magnaと

いうのが生まれたのが1820年です。 



 左がレーウェンフックさんの肖像画です。彼が作った顕微鏡は実際には

10cmぐらいです。 

 彼がモデルになってフェルメールがこんな絵を描いています。「地理学

者」とか「天文学者」という名前になっています。 



 実際の古い絵です。1669年が左上です。 

 1755年が下にあるように、左の方を見ていただくと、小さいヒドラがいっ

ぱい描いてあります。 



 この人がミジンコをちゃんと研究したということになっています。ただ間

違いもありまして、ドイツ語ですが、「ミジンコは雌雄同体である」と書い

てあったりしますが、これは間違いです。それから「waterflea」という英語

名、「Wasserfloh」というドイツ語で「水蚤」とか作ったのは彼です。 



 OECDのテストガイドラインの211、これは鑪迫先生を中心に、これを改定

しようということになりました。 



 ミジンコは化審法の中でも使われています。藻類、ミジンコ、メダカ、こ

の３つで急性毒性をみましょうということになっていますが、ちょうど食物

連鎖を表しまして、藻類を餌にしてミジンコが増え、これを魚が食べる。 

 ミジンコのテストガイドラインとしては、急性毒性試験と繁殖試験の２つ

があります。 
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 産まれて24時間以内の個体を50ccのビーカーに１匹入れて、３週間何匹仔

どもを産むかというのをみていくというのがテストガイドラインの211です。 



 この中で、環境ストレス、混雑していたり、短日になったり、餌不足に

なったりすると、雄を産みますと書いたのですが、これを人工気象器を使っ

ていろいろやってみました。どれもこれもうまくいきません。いろんな組み

合わせもし、学生さんが大変な目に遭っていましたが、うまくいかない。 

 その中で、鑪迫先生たちは、幼若ホルモン様物質をここに入れると雄を産

むということを見つけました。それが2003年の論文です。 



 ちょうどその頃にOECDでは、無脊椎動物も内分泌かく乱に入れるべきで

あるという話がありまして、日本からはオオミジンコを内分泌かく乱の試験

法の一つとして提案しました。 
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 ほとんど脊椎動物だけが使われていました。魚もそうですし、ラット、両

生類。ここにアミ、コペポッド、ミジンコ、ユスリカ、マキガイとか、いろ

んな国が、これがいいのではないかと提案をしてきました。 

 脊椎動物はホルモンの受容体とわかっていますが、こちらの方は、昆虫と

同じだとすれば、脱皮ホルモン、幼若ホルモンがある。だけど、ミジンコは

昆虫の脱皮ホルモンとは若干違うということもわかってきています。 
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 鑪迫先生が見つけたのがこれです。ペットの首に１滴塗っておくと、ノミ

やダニが１カ月ぐらいわきませんというのがスーパーマーケットでも売って

いますが、この中にはピリプロキシフェンが入っていますよと書いてありま

す。これが非常に微量で雄を産む。 
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 それに似たものをずっと探すと、フェノキシカルブとかその他、今朝の環

境ホルモン学会で鑪迫先生のグループが20種類ぐらいまだ更にあると発表さ

れていましたが、雄を産ませる作用がある物質がたくさん見つかってきてい

ます。 
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 これは雄を産むだけではなくて、生殖は落ちます。だから産卵数がすごく

落ちるのですが、落ちて産まれてくるものはみんな雄になるということです。

ですから、ちょっと覚えておいていただきたいのは、こういう物質を特定の

濃度使うと、雄になる卵を100％採れるということです。 
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（説明を省略） 
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 他のミジンコはどうか。これはオオミジンコなんですが、ほかにも学名で

書いてありますが、日本のミジンコでもこういった物質は雄を産ませます。 



 ここにタマミジンコとネコゼミジンがありますが、幼若ホルモン様物質を

入れてやると雄が産まれてきますので、大体一般化されたことである。 
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 ということで、今度はオオミジンコを飼って試験法をやっている世界中の

研究所から国立環境研にオオミジンコを送ってもらって、それぞれのところ

が持っているオオミジンコで雄を産ますことができるかということを調べま

した。 

 ここで言いたいのは、アメリカのEPA、環境保護庁のミジンコを20年ぐら

い前に持って来ているわけです。だから、姉妹なんです。これを見ていただ

くと、EC50は、20年以上別れていても同じような反応を示すという、

ちょっと驚異的な話です。 


